
ふ
ち
ゅ
う
歴
史
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歩

Vol.

備
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⑥

中
国
か
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た
ら
さ
れ
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磁
器
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備
後
国
府
跡
か
ら
の
出
土
品
に
は
、
貿

易
で
も
た
ら
さ
れ
た
、
青せ

い

磁じ

や
白は

く

磁じ

と
呼

ば
れ
る
中
国
製
の
陶
磁
器
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
９
世
紀
か
ら
11
世
紀
に
か
け

て
、
福
岡
の
大だ

宰ざ
い

府ふ

な
ど
を
窓
口
と
し
て

輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
の
中
国
陶
磁
器
は
、
大
宰
府

周
辺
や
平
安
京
に
集
中
し
て
出
土
し
て
お

り
、
他
は
中
央
政
府
と
直
結
す
る
国
府
や

寺
院
か
ら
わ
ず
か
に
出
土
す
る
の
み
で
す
。

　

ふ
ち
ゅ
う
歴
史
散
歩vol.50

で
紹
介
し

た
、
平
安
時
代
の
緑り

ょ
く

釉ゆ
う

陶と
う

器き

や
灰か

い

釉ゆ
う

陶と
う

器き

は
、
実
は
こ
う
し
た
優
秀
な
中
国
陶
磁
器

へ
の
需
要
と
影
響
を
強
く
受
け
て
作
ら
れ

た
国
産
品
な
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
11
世
紀
後
半
か
ら
12
世
紀
後

半
に
な
る
と
そ
の
状
況
が
一
変
し
、
日
本

各
地
で
こ
の
時
代
の
中
国
陶
磁
器
の
出
土

数
が
激
増
し
ま
す
。
こ
の
輸
入
増
加
は
、

宋そ
う

（
現
在
の
中
国
）
が
外
圧
に
対
抗
す
る

た
め
、
積
極
的
な
外
貨
獲
得
を
図
っ
た
こ

と
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

備
後
国
府
跡
か
ら
大
量
に
出
土
す
る
中

国
の
陶
磁
器
は
、
府
中
と
世
界
史
、
古
代

か
ら
中
世
へ
の
つ
な
が
り
を
研
究
す
る
う

え
で
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成27年９月１日（1204）号

広報ふちゅう
� （毎月１・15日発行）

ご意見、ご感想をお寄せください。

〒726―8601　広島県府中市府川町315
☎０８４７―４３―７１１１（代表）
☎０８４７―４３―７１９４（広報担当）
http://www.city.fuchu.hiroshima.jp/

《携帯版》http://city-fuchu-m.plimo.jp/
※右のＱＲコードからアドレスを読み取ることができます。編集発行：府中市人事秘書課

備後国府跡出土の中国の陶磁器は
府中市歴史民俗資料館に展示中！ ツジ遺跡出土の中国の陶磁器

　府中駅から府中本通り商店街を通り、呉服雑貨屋「チ
ロル」の前の細い路地を50ｍ進んだところにある、カフ
ェ・雑貨屋などが集まった複合施設「季のむら」。
　古民家「萩原印刷」を改装して作られた、昔懐かしい
雰囲気を漂わせたお店です。入って突き当たりはカフェ
雑貨で、左側はギャラリー季の音です。
　そのギャラリー季の音では、写真家の田

た

原
はら

康
こう

丞
すけ

さんが
８月29日まで写真展を行っていました。そこに展示され
ていた写真は、季のむらに関わっている方々の素の表情
を引き出した作品でした。

　カフェはこじんまりとしていて、アットホームな雰囲気を感じさせてくれます。皆さんもぜひ、訪
れてみてください。

「季のむら」

―市民レポーターが府中の魅力を投稿します―

ふちゅう　   発見！ふちゅう　   発見！S��S��
高校生編　その18

府中高校２年生

　高
たか

上
うえ

彩
あや

音
ね

さん

投稿者（文と写真）

福塩線
ＰＯＭ

国道486 至新市

府中市歴史民俗資料館

ウッドアリーナ
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